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明
治
22
年
５
月

１
日
「
市
制
町
村

制
」
の
制
度
に
よ

り
南
千
住
町
、
三

河
島
村
、
尾
久

村
、
日
暮
里
村
の

１
町
３
ヶ
村
に
ま

と
ま
り
、
自
治
権
を
回
復
し

た
。
北
豊
島
群
南
千
住
町
誕

生
。
荒
川
区
で
一
番
先
に
町
の

名
前
が
つ
い
た
所
で
し
た
。
南

千
住
は
隅
田
川
が
弓
の
よ
う

に
、
大
き
く
東
側
に
張
り
出
し

た
地
形
に
存
在
し
て
い
た
。
か

つ
て
の
南
千
住
汐
入
は
、
明
治

時
代
以
降
、
隅
田
川
の
舟
運
と

鉄
道
貨
物
基
地
の
陸
運
を
接
続

す
る
物
流
の
要
所
の
ひ
と
つ
だ

っ
た
。
き
っ
と
土
地
が
安
か
っ

た
と
思
う
。
そ
し
て
大
手
企
業

の
工
場
が
出
来
た
。
明
治
39
年

に
は
東
京
毛
織(

鐘
紡)

、
そ
し

て
明
治
41
年
は
東
京
紡
績(

日

紡)

の
工
場
が
出
来
、
工
業
の

町
と
し
て
発
展
し
た
。
戦
後
、

南
千
住
に
毎
日
大
映
オ
リ
オ
ン

ズ
、
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム(

東
京

球
場)

が
昭
和
37
年
５
月
31
日

に
竣
工
。
６
月
２
日
午
後
７
時

よ
り
大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ
対
南
海

ホ
ー
ク
ス
の
７
回
戦
が
行
わ

れ
、
球
場
第
一
号
本
塁
打
は
同

試
合
で
野
村
克
也
が
放
っ
た
。

平
成
４
年
２
月
に
荒
川
区
で
初

の
億
シ
ョ
ン
が
建
っ
た
。
住
所

は
南
千
住
６
丁
目
37
番
11
ア
ク

ロ
シ
テ
ィ
、
幾
つ
か
の
ポ
ー
ト

で
高
額
所
得
者
が
購
入
し
た
。

と
こ
ろ
が
平
成
７
年
３
月
30
日

午
前
８
時
31
分
頃
、
当
時
の
國

松
警
視
庁
長
官
が
何
者
か
に
狙

撃
さ
れ
、
謎
の
事
件
と
し
て
有

名
に
。
当
時
の
億
シ
ョ
ン
で
も

今
は
価
格
が
下
が
る
ご
時
世
。

今
後
、
何
か
起
こ
る
か
南
千
住

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。(

虎)

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
前
日
朝
８
時
か
ら
住
宅
デ

ー
で
使
用
す
る
、
テ
ン
ト
倚

子
、
机
、
発
電
機
、
鉄
板
な
ど

必
要
品
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気
に

も
恵
ま
れ
て
、
分
会
役
員
は
朝

８
時
か
ら
会
場
の
東
日
暮
里
三

丁
目
児
童
遊
園
に
集
ま
り
、
テ

ン
ト
張
り
か
ら
発
電
機
や
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
設
置
作
業
を
し
ま
し

た
。
包
丁
研
ぎ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風

＊
日
暮
里
一
分
会
＊

船
、
催
し
物
準
備
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
入
り
口
で
は
、
バ

イ
キ
ン
マ
ン
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン

や
ド
ラ
え
も
ん
が
お
出
迎
え
、

会
場
の
途
中
で
は
ジ
ャ
ム
お
じ

さ
ん
が
待
っ
て
い
て
、
茂
み
か

ら
の
び
太
が
手
を
振
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
地
域
の
学
校
の
運

動
会
に
重
な
っ
て
い
た
為
、
午

前
中
の
来
場
者
は
少
な
く
感
じ

た
が
、
午
後
は
、
若
い
組
合
員

の
若
奥
さ
ん
が
参
加
し
た
為
、

子
供
づ
れ
で
大
勢
の
来
場
者
と

な
り
ま
し
た
。
町
内
の
皆
さ
ん

が
、
お
目
当
て

の

包

丁

研

ぎ

や
、
分
会
名
物

肉
入
り
焼
そ
ば

と
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
を
求
め
、

準
備
し
た
憩
い

の
広
場
で
の
ん

び
り
と
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
は

61
本
、
参
加
者

は

組

合

員

25

人
、
主
婦
の
会

４
人
、
家
族
30

人
の
合
計
59
人

が
参
加
し
ま
し

た
。

＊
荒
川
分
会
＊

＊
西
尾
久
分
会
＊

木
工
教
室
・
輪
投
げ
・
バ
ル
ン

ア
ー
ト
・
お
風
呂
マ
ッ
ト
な
ど

で
す
。
中
で
も
、

お
風
呂
マ
ッ
ト
は

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

に
な
っ
て
い
て
、

完
成
す
る
と
１
枚

の

絵

に

な

り

ま

す
、
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
た
マ
ッ
ト
を

子
供
た
ち
が
、
夢

中
に
な
っ
て
組
み

立
て
て
い
る
様
子

は
ほ
ほ
え
ま
し
い

情
景
で
し
た
。

当
日
の
活
動
の

成
果
は
、
包
丁
研

ぎ
53
本
、
カ
ン
パ

【
南
千
住
・
竹
達
浩
記
者
】

荒
川
分
会
の
住
宅
デ
ー
は
三
河

島
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

三
河
島
公
園
は
道
路
に
面
し

て
広
く
長
く
、
ま
た
近
く
に
は

大
き
な
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
住

宅
デ
ー
に
は
最
適
な
場
所
で

す
。
分
会
で
は
そ
の
よ
う
な
条

件
を
生
か
し
て
、
様
々
な
出
し

も
の
を
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。住

宅
相
談
・
耐
震
金
具
・
包

丁
研
ぎ
・
焼
き
そ
ば
・
磯
辺
焼

き
・
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
野
菜
販

売
な
ど
、
子
供
を
対
象
に
し
た

【
仕
事
対
策
部
・
河
路
隆
平

部
長
】
６
月
12
日
（
日
）
、
荒

川
支
部
は
第
39
回
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
梅
雨

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
晴
天
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
区
内
10
の
会
場

で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
近
隣
の
住
民
へ
の
恩
返
し

の
意
を
込
め
て
包
丁
研
ぎ
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
好
天
に
恵
ま
れ
、
各
会
場
の

来
場
者
は
昨
年
を
上
回
る
１
千

５
５
９
人
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
相
談
の
件
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
毎
年
こ
の
住
宅
デ

ー
で
の
包
丁
研
ぎ
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
も
お
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
重
要

な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

金
額
１
万
７
５
２
５
円
、
参
加

人
員
数
63
人
で
し
た
。

【
西
尾
久
・
小
野
澤
富
彦
記

者
】
会
場
は
荒
川
遊
園
の
入
口

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
午
前
８
時

よ
り
分
会
の
仲
間
が
28
人
集
ま

り
、
準
備
を
し
ま
し
た
。

10
時
よ
り
住
宅
デ
ー
が
始
ま

り
ま
し
た
。
地
域
か
ら
は
、
尾

久
消
防
署
の
方
々

も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
防
災
に
つ

い
て
の
案
内
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、

住
宅
相
談
、
包
丁

研

ぎ

、

工

作

教

室

、

ま

な

板

削

り
、
お
も
ち
ゃ
す

く
い
な
ど
14
の
企

画

を

行

い

ま

し

た
。
大
人
２
８
０

人
、
こ
ど
も
90
人

と
３
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

お母さんも負けてません！木工教室（西尾久）

＊
南
千
住
分
会
＊

【
日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二
記

者
】
南
千
住
分
会
の
会
場
は
仲

通
り
児
童
公
園
で
し
た
。
会
場

に
は
本
部
の
人
見
委
員
長
や
島

原
副
委
員
長
も
激
励
に
来
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。

気
に
な
る
来
場
者
も
商
店
街

か
ら
近
い
た
め
か
、
昼
頃
に
は

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

包
丁
研
ぎ
で
は
、
多
く
の
要

員
参
加
が
あ
り
、
疲
れ
て
も
交

代
で
き
る
く
ら
い
の
人
数
で
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
２
会

場
で
行
っ
て
い
た
も
の
を
１
会

場
に
し
た
こ
と
が
要
因
と
し
て

あ
る
よ
う
で
す
。

企
画
と
し
て
は
、
編
戸
張
替

や
、
ま
な
板
削
り
な
ど
の
仲
間

の
技
術
を
活
か
し
た
も
の
だ
け

で
な
く
、
ベ
ー
ゴ
マ
遊
び
や
水

ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
の
子
供
の
喜
ぶ

も
の
ま
で
幅
広
く
行
っ
て
い
ま

し
た
。

暑さ和らぐヨーヨー釣り（南千住）

元
気
良
く
来
場
者
を
お
出
迎
え

暑さを忘れてはめ込みパズルに夢中です（荒川）

家族連れでにぎわう住宅デー会場（日暮里１）
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再
編
関
係
費
８
９
０
億
円
、
④

提
供
普
通
財
産
上
試
算
（
土
地

の
賃
料
）
１
６
６
０
億
円
、
⑤

基
地
交
付
金
３
８
４
億
円
、
な

ど
が
私
た
ち
の
税
金
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
記

載
さ
れ
て
い
た
。

【
南
千
住
・
竹
達
浩
記
者
】

舛
添
都
知
事
政
治
資
金
使
途
問

題
の
渦
中
の
６
月
11
日
、
荒
川

９
条
連
絡
会
主
催
に
よ
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ザ
・
思

い
や
り
」
が
、
ム
ー
ブ
町
屋
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
上
映
さ

れ
た
。

こ
の
予
算
は
１
９
７
８
年
、

時
の
防
衛
庁
長
官
・
金
丸
信

が
、
在
日
米
軍
基
地
で
働
く
日

本
人
従
業
員
の
給
与
の
一
部

（
62
億
円
）
を
日
本
側
が
負
担

す
る
と
決
め
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
金
丸
が
円
高
ド
ル
安
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
の
駐
留
経
費
負
担

増
を
考
慮
し
て
、
法
的
に
は
根

拠
は
な
い
が
「
思
い
や
り
の
立

場
で
対
処
す
べ
き
」
と
答
弁
し

た
こ
と
か
ら
、
「
思
い
や
り
予

算
」
と
呼
ば
れ
る
。

映
画
製
作
者

リ
ラ
ン
・
バ

ク
レ
ー
さ
ん
は
、
映
画
製
作
の

動
機
を
、
「
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は

日
本
に
い
る
の
か
？
」
と
疑
問

を
感
じ
た
と
き
、
「
米
軍
へ
の

思
い
や
り
予
算
を
東
北
の
被
災

者
へ
」
と
活
動
し
て
い
る
人
を

知
り
、
そ
こ
で
彼
は
ア
メ
リ
カ

人
の
目
で
「
思
い
や
り
予
算
」

の
不
条
理
さ
と
矛
盾
を
知
っ

た
。そ

れ
は
日
本
政
府
の
「
思
い

や
り
予
算
」
で
米
兵
に
豪
華
な

住
宅
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や
バ
ー

な
ど
の
建
設
費
や
運
営
費
に
使

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は

使
い
放
題
で
、
米
兵
に

よ
る
凶
悪
暴
行
事
件
の

賠
償
金
ま
で
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。

そ
の
金
額
は
創
設
以

来
、
総
額
６
兆
円
以
上

が
投
入
さ
れ
米
兵
１
人

当
た
り
、
年
間
１
５
０

０
万
円
と
い
う
膨
大
な

金
額
で
あ
る
。
日
本
国

が
ア
メ
リ
カ
へ
支
払
っ

て
き
た
負
担
額
の
推
移

は
別
表
を
ご
覧
頂
き
た

い
。

「
在
日
米
軍
関
係
経
費

（
２
０
１
４
年
度
予
算
）
」
に

よ
れ
ば
、
「
思
い
や
り
予
算
」

は
１
８
４
８
億
円
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
①
基
地
周
辺

対
策
費
１
８
０
８
億
円
、
②
沖

縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会

関
係
費
１
２
０
億
円
、
③
米
軍

思いやり予算額の推移 （単位：億円）

ア
メ
リ
カ
人
が
疑
問
を
抱
く
こ
の
予
算

を
箱
に
入
れ
て
、
続
い
て
は
お

楽
し
み
の
メ
ロ
ン
食
べ
放
題
！

食
べ
き
れ

な
い
ほ
ど

の
メ
ロ
ン

が
あ
る
と

思
っ
た
の

も
つ
か
の

間
、
あ
っ

と
い
う
間

に
メ
ロ
ン

は
な
く
な

り

ま

し

た
。
昼
食

前
だ
と
い

う
こ
と
も

忘
れ
一
心

不
乱
に
メ

ロ
ン
を
頬

張
り
ま
し

た
。昼

食
会

場
の
里
山

リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
で
は
、
昼
食
後
に
温
泉

に
入
る
人
や
、
大
自
然
の
中
で

ゆ
っ
た
り
過
ご
す
人
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
旅
を
楽
し
み
ま
し

た
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
、
ビ
ン

ゴ
大
会
で
盛
り
上
が
り
、
渋
滞

に
つ
か
ま
る
こ
と
な
く
順
調
に

荒
川
ま
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
バ
ス
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

幹部学校inベルサール東京日本橋

【
日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二

記
者
】
６
月
26
日
ベ
ル
サ
ー

ル
東
京
日
本
橋
に
て
第
42
回
幹

部
学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
人
見
委
員
長
の
挨
拶
よ

り
始
ま
り
、
松
丸
和
男
中
央
大

学
教
授
よ
り
「
地
域
経
済
振
興

と
建
設
労
働
組
合
の
役
割
」
に

つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
活

動
な
ど
の
地
域
と
密
接
し
た
運

動
や
、
町
会
と
の
関
わ
り
を
通

じ
て
、
建
設
労
働
者
の
賃
金
や

労
働
環
境
を
理
解
し
て
も
ら
う

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
い
く

ら
安
い
単
価
で
工
事
を
売
り
込

ま
れ
て
も
手
抜
き
工
事
を
や
ら

れ
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
賃

金
の
確
保
は
お
客
様
か
ら
「
長

い
目
で
み
て
も
ら
う
」
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

地
域
と
密
接
し
た
運
動
が
必
要

だ
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
白
滝
書
記
長
よ
り
組

織
を
活
か
し
た
仕
事
確
保
に
つ

な
が
る
地
域
の
運
動
に
対
す
る

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

塗
装
や
外
壁
な
ど
の
専
門
工

事
業
者
で
集
ま
り
地
域
の
防
災

運
動
を
行
い
、
耐
火
ボ
ー
ド
や

耐
火
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工

事
に
つ
な
が

る
取
り
組
み

に
と
具
体
案

を
述
べ
ま
し

た
。支

部
の
経

験
報
告
で
は

世
田
谷
支
部

の
佐
久
間
支

部
長
よ
り
報

告
が
あ
り
ま

し
た
。
世
田

谷
支
部
で
は

区
長
と
の
懇

談
を
重
ね
、

公
契
約
条
例

の
制
定
、
地

震
を
検
知
す

る
と
作
動
す

る
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
設
置

助
成
な
ど
、

賃
金
単
価
の

上
昇
や
仕
事

確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た
そ
う

で
す
。
ま
さ
に
、
松
丸
教
授
が

冒
頭
で
話
し
て
い
た
地
域
に
密

着
し
た
取
り
組
み
に
通
じ
る
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

平
和
憲
法
講
座
で
は
、
日
米

安
保
条
約
と
沖
縄
の
基
地
問
題

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

条
約
で
は
「
極
東
に
お
け
る

国
際
平
和
の
維
持
」
の
た
め
に

米
軍
が
日
本
の
施
設
や
区
域
を

利
用
で
き
る
と
な
っ
て
い
る

【
主
婦
の

会
発
】
６
月

26
日
（
日
）

主
婦
の
会
恒

例
の
バ
ス
旅

行
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今

年
は
「
益
子

メ
ロ
ン
狩
り

と
陶
芸
の
里

・

益

子

温

泉
」
の
旅
を

企
画
し
、
参

加
者
も
定
員

45
人
の
と
こ
ろ
43
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
梅
雨
時
期
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
天
候
に
恵
ま
れ
良

い
天
気
の
中
で
の
バ
ス
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
メ
ロ

ン
狩
り
は
ハ
ウ
ス
の
中
で
、
農

協
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と

に
そ
れ
ぞ
れ
が
メ
ロ
ン
を
厳
選

し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
メ
ロ
ン

主婦の会 メロン狩りレク

日

時

７
月
27
日
（
水
）

午
後
７
時
〜

場

所

荒
川
支
部
会
館

３
階
会
議
室

主

催

社
会
保
障
対
策
部

講

師

国
保
組
合
保
健
師

山
藤
愛
子
さ
ん

内

容

①
健
診
結
果
の
見

方
、
②
熱
中
症
に
つ
い
て

社
保
対
部
主
催

※
参
加
定
員
は
50
人
迄
で
、

事
前
に
参
加
連
絡
を
支
部
へ

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
当

日
は
自
身
の
直
近
の
健
診
結

果
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

＊主婦の会新名称募集のお知らせ＊

美味しいメロンを食べて大満足のご一行

地域活動から仕事確保へ

が
、
日
本
を
守
れ
と
い
う
条
文

は
記
載
さ
れ
て
な
い
そ
う
で

す
。
高
額
な
思
い
や
り
予
算
を

献
上
し
て
い
る
の
に
守
っ
て
は

も
ら
え
な
い
ん
で
す
ね
…
。

今
回
の
幹
部
学
校
で
学
ん
だ

「
地
域
活
動
に
密
着
し
た
仕
事

確
保
」
や
「
米
軍
基
地
問
題
」

な
ど
、
他
支
部
の
経
験
報
告
を

活
か
し
、
よ
り
良
い
形
で
荒
川

支
部
の
運
動
に
取
り
入
れ
進
め

て
行
き
ま
す
。

昨 年 、 結 成 60周 年 を 迎 え 、 こ れ ま で 多 く の 皆 さ ん に ご 加 入 頂 い て き ま し た

「 主 婦 の 会 」 で す が 、 「 主 婦 の 会 」 と い う 名 称 の た め 、 “ 主 婦 ” で は な い 方

に 加 入 を 断 ら れ て し ま う と い う こ と が あ り ま し た 。 こ の た め 、 新 名 称 を 募 集

い た し ま す 。 採 用 さ れ た 方 へ は 3, 000円 分 の 商 品 券 を 差 し 上 げ ま す 。 ご 応 募

は 電 話 、 Ｆ Ａ Ｘ 、 メ ー ル に て ９ 月 30日 必 着 で お 願 い し ま す 。 ご 応 募 お 待 ち し

て い ます 。 担当 ： 泉

電話：03-3892-9131 FAX：03-3892-9381 メール：arakawa@tokyo-doken.or.jp

講師の松丸和男中央大学教授

全体会の様子
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【
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
発
】
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
Ｐ
Ａ
Ｌ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
６
月
19
日
（
日
）
に
、

と
し
ま
え
ん
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
員
同
士
の
交

流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
各
支
部
か
ら
全
体
で
１
１

０
人
が
集
ま
り
、
荒
川
支
部
か

ら
は
５
人
の
参
加
だ
っ
た
。

催
し
と
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
ビ
ン
ゴ
大
会
が
開
か
れ
、
そ

の
後
は
遊
園

地
で
遊
ぶ
家

族
連
れ
が
み

ら
れ
た
。

参
加
者
か

ら
は
「
最
初

に
子
ど
も
た

ち
を
遊
ば
せ

る
時
間
が
ほ

し

い

」

や

「
大
人
も
楽

し
め
る
企
画

が
あ
る
と
い

い
」
と
の
声

も
聞
か
れ
た

が
、
概
ね
好

評
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

今
回
の
レ
ク
で
は
東
部
ブ
ロ

ッ
ク
以
外
に
江
戸
川
、
江
東
支

部
か
ら
も
会
員
の
参
加
が
あ
っ

た
。
両
支
部
で
は
、
「
会
員
同

士
の
交
流
の
機
会
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
レ
ク

を
参
考
に
独
自
で
開
催
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を観劇さ
れた方に補助金が出ます。
2,000円～4,999円の観劇は500円、5,000円

以上の観劇は1,000円の補助金がでます。
観劇補助の申請は観劇日より１カ月以内。

チケットの半券を持参し組合事務所へお越し
ください。

お申し込みは、

ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団

ホームページへ

●日本声楽家協会＜日暮里びぶらアート劇場＞

独演コンサート 2016

７月14日（木）午後７時半開演

７月26日（火）午後７時開演

日暮里サニーホール コンサートサロン

大人 3,000円

●荒川区民オペラ 第17回公演

歌劇「アイーダ」

８月６日（土）午後６時開演

８月７日（日）午後２時開演

サンパール荒川 大ホール

大人 2,500円 親子ペア 3,000円

大人ペア 4,000円

ビンゴ大会の様子

７
月
７
日
は
七
夕
で
あ

る
。
「
年
に
一
度
、
天
の
川

の
両
岸
に
あ
る
牽
牛
星
と
職

女
星
が
相
会
す
る
と
い
う
、

陰
暦
７
月
７
日
の
夜
、
星
を

祭
る
年
中
行
事
。
こ
れ
は
中

国
伝
来
の
乞
巧
奠
（
き
っ
こ

う
で
ん
）
の
風
習
と
、
日
本

の
神
を
ま
つ
る
「
た
な
ば
た

つ
め
」
の
信
仰
が
習
合
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
」
（
広
辞

苑
）現

代
中
国
で
の
七
夕
は
、

庭
に
お
菓
子
や
果
物
を
牽
牛

と
織
女
に
供
え
て
、
自
分
の

恋
愛
が
順
調
に
成
就
す
る
こ

と
を
祈
る
祭
り
で
あ
る
。

周
榕
榕
著
（
七
夕
と
日
本

人
）ま

た
、
中
国
で
も
う
一
つ

の
七
夕
が
あ
る
、
そ
れ
は
１

９
３
７
年
７
月
７
日
夜
、
北

京
郊
外
に
駐
屯
し
て
い
る
日

本
軍
部
隊
が
、
盧
溝
橋
の
北

方
で
夜
間
演
習
中
に
武
力
衝

突
事
件
が
起
き
た
。

事
件
は
現
地
で
解
決
す
る

方
針
で
、
７
月
11
日
に
は
日

本
軍
と
中
国
軍
の
間
で
停
戦

協
定
が
成
立
し
て
い
た
が
時

の
近
衛
文
麿
内
閣
は
、
同
じ

７
月
11
日
に
「
重
大
決
定
」

を
し
て
、
華
北
に
増
援
部
隊

の
派
兵
命
令
を
下
し
た
。

こ
う
し
た
日
本
政
府
の
判

断
が
、
こ
の
小
さ
な
衝
突
事

件
を
全
面
戦
争
に
拡
大
す
る

大
き
な
要
因
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
（
Ｈ
）



【
日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二
記

者
】
６
月
19
日
（
日
）
国
会
前

で
行
わ
れ
た
「
怒
り
と
悲
し
み

の
沖
縄
県
民
大
会
に
呼
応
す

る
、
い
の
ち
と
平
和
の
た
め
の

６
・
19
大
行
動
」
抗
議
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
全
国
32
ケ
所
で
行

わ
れ
、
沖
縄
県
の
会
場
に
は
６

万
５
千
人
が
詰
め
か
け
た
そ
う

で
す
。

米
軍
属
が
起
こ
し
た
女
性
暴

行
殺
人
事
件
の
被
害
者
へ
哀
悼

の
意
を
表
す
黙
祷
で
始
ま
り
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
や
日

米
地
位
協
定
の
改
定
を
目
指
す

４
野
党
（
民
進
党
、
日
本
共
産

党
、
社
民
党
、
生
活
の
党
）
各

党
の
代
表
が
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。田

村
智
子
参
議
院
議
員
（
共

産
党
）
は
沖
縄
の
事
件
に
つ
い

て
、
「
米
軍
基
地
は
抑
止
力
に

な
る
と
安
倍
首
相
は
言
う
け
れ

ど
、
そ
の
抑
止
力
の
た
め
に
沖

縄
県
民
が
殺
さ
れ
て
も
良
い
の

か
？
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

も
し
自
分
の
家
族
が
被
害
者

に
な
っ
て
も
米
軍
基
地
が
日
本

に
必
要
だ
と
思
え
る
の
だ
ろ
う

か
…
。
米
軍
を
思
い
や
る
前

に
、
国
民
に
対
す
る
思
い
や
り

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
も
の
で

す
。

国会前に集まった人々

国
民
の
い
の
ち
と
平
和
の
た
め
に

全
国
32
ケ
所
で
開
催

抗
議
行
動

来
年
度
は

荒
川
支
部
が

幹
事
と
な
り

レ
ク
が
行
わ

れ
ま
す
。
今

回
の
反
省
を

活
か
し
、
参

加
者
に
満
足

し
て
も
ら
え

る
レ
ク
の
運

営
を
目
指
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

荒
川
支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
で
は

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
の
大
手
の
現
場

で
働
く
仲
間
で
集
ま
り
、
賃
金

ア
ッ
プ
を
は
じ
め
、
労
働
環
境

景品を渡す増山副会長

の
改
善
に
向
け
た
話
合
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

是
非
ご
参
加
頂
き
、
よ
り
良

い
建
設
産
業
に
し
て
行
き
ま
し

ょ
う
。
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昭
和
52
年
４
月
に
組
合
に

加
入
し
、
現
在
、
荒
友
会
会

長
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
る

南
千
住
分
会
４
群
の
小
川
隆

志
さ
ん(

防
水
・
76
才)

か
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
大
学
卒
業
後
、
消
防
ホ

ー
ス
の
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し

て
い
て
、
順
調
に
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
生

の
大
き
な
転
機
を
36
才
の
時

に
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

お
父
さ
ん
の
会
社(

防
水
業)

が
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
す
。
家
が
人
手
に
渡
り
父

母
が
借
家
生
活
と
な
り
、
冬

の
寒
い
夜
、
と
ぼ
と
ぼ
と
銭

湯
に
向
か
う
父
の
後
ろ
姿
を

見
て
、
父
母
に
家
を
建
て
よ

う
と
一
大
決
心
を
し
ま
し

た
。
消
防
ホ
ー
ス
の
会
社
を

退
職
し
、
父
の
借
財
を
背
負

い
込
ん
だ
厳
し
い
出
発
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
知
人
の

紹
介
で
東
京
土
建
荒
川
支
部

に
入
り
、
労
働
金
庫
よ
り
建

築
資
金
を
借
り
、
念
願
の
家

を
建
て
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
は
商
売
が

下
手
な
為
、
奥
さ
ん
に
は
苦

労
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
い

つ
も
心
の
中
で
感
謝
し
て
い

ま
す
。
同
期
の
仲
間
の
８
人

中
３
人
が
他
界
し
た
中
、
私

は
東
京
土
建
の
活
動
を
通
じ

て
、
色
々
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
消
防
ホ
ー
ス
の
営
業
を

し
て
い
た
時
、
最
大
の
思
い

出
は
、
昭
和
45
年
の
大
阪
万

国
博
覧
会
で
大
川
東
京
消
防

庁
総
監
を
自
社
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
案
内
し
た
こ
と
で

す
。
趣
味
は
新
聞
を
隅
か
ら

隅
ま
で
読
む
の
で
、
新
聞
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
と
、
多
少
お
酒

を
頂
い
た
時
に
、
ム
ー
ド
歌

謡
を
聴
く
事
で
す
」

取
材
＝
川
又
好
一
記
者

（
日
暮
里
一
分
会
）

小川 隆志（南千住分会） 20

ノア・バームバック監督

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

監
督
の
ジ
ョ
シ
ュ
（
ベ
ン
・

ス
テ
ィ
ラ
ー
）
と
妻
の
コ
ー

ネ
リ
ア
（
ナ
オ
ミ
・
ワ
ッ

ツ
）
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

住
む
40
代
の
夫
婦
。
円
満
な

仲
で
す
が
、
ジ
ョ
シ
ュ
は
長

年
新
作
を
発
表
で
き
ず
、
コ

ー
ネ
リ
ア
は
同
世
代
の
友
人

ら
が
子
を
持
つ
母
に
な
っ
て

い
く
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
焦

り
を
感
じ
て
い
く
。
ジ
ョ
シ

ュ
は
講
師
を
務
め
る
ア
ー
ト

ス
ク
ー
ル
で
聴
講
生
の
20
代

の
カ
ッ
プ
ル
、
ジ
ェ
イ
ミ
ー

と
ダ
ー
ビ
ー
に
知
り
合
う
。

２
人
は
ジ
ョ
シ
ュ
の
フ
ァ
ン

と
名
乗
り
、
自
分
た
ち
の
作

品
を
見
て
ほ
し
い
と
自
宅
に

招
待
す
る
。
倉
庫
を
改
造
し

た
お
し
ゃ
れ
な
ア
パ
ー
ト
に

住
み
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ま
ま
に
映
像
を
撮
る
と

い
う
若
い
彼
ら
に
引
き
付
け

ら
れ
ま
す
が
、
意
外
な
落
と

し
穴
が
…
。
Ｎ
Ｙ
を
舞
台
に

二
つ
の
世
代
の
交
流
と
ギ
ャ

ッ
プ
を
描
く
、
ほ
ろ
苦
い
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ
ー
。

７
月
22
日
か
ら
公
開
。

Ｃ
2014

InterActiveCorp
Films,
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【

国

保

係
】
す
べ
て

の
国
保
組
合

は
、
厚
生
労

働
省
の
指
導

に
よ
り
、
定

期
的
に
組
合

員
の
資
格
確

認
を
行
う
こ

と
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
資
格

確
認
で
は
、

組
合
員
の
み

な
さ
ん
が
建

設
産
業
に
従

事
し
て
い
る

こ
と
を
確
認

す

る

た

め

に
、
公
的
（
客
観
的
）
な
書
類

を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
国
保
組
合
に
届

出
さ
れ
て
い
る
就
業
実
態
区
分

が
「
事
業
所
に
所
属
し
て
い
な

い
外
注
手
間
請
け
・
日
当
で
加

入
し
て
い
る
組
合
員
」
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
「
就
業
実

態
（
保
険
料
区
分
・
事
業
所
・

業
種
）
申
告
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
「
業

種
確
認
書
類
」
（
所
得
税
の
確

定
申
告
書
Ｂ
の
控
え
、
労
働
保

険
特
別
加
入
証
明
書
、
請
求
書

な
ど
）
と
セ
ッ
ト
で
支
部
事
務

所
へ
ご
提
出
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
確
認
内
容
に
つ
い
て

は
、
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
不
明

第
三
日
暮
里
小
学
校
（
以
下

三
日
小
）
の
教
育
目
標
は
「
考

え
る
子
、
た
く
ま
し
い
子
、
思

い
や
り
の
あ
る
子
」
と
し
、
子

ど
も
た
ち
に
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
ま
す
。

開
校
当
時
に
作
ら
れ
た
校
舎

は
、
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

３
月
に
起
こ
っ
た
、
４
万
６
千

坪
を
焼
き
尽
く
す
日
暮
里
大
火

に
よ
り
、
焼
失
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
大
正
の
日
暮
里
大

火
に
よ
り
、
現
在
の
東
日
暮
里

一
丁
目
か
ら
三
丁
目
が
区
画
整

理
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
58
（
１
９
８
３
）
年
に
現
在

の
校
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

三
日
小
が
で
き
た
と
き
に
転

任
し
て
き
た
高
井
宮
吉
先
生

は
、
童
話
を
作
る
こ
と
が
大
好

き
で
し
た
。
雨
の
童
話
が
多
い

こ
と
か
ら
「
雨
の
お
じ
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

や
が
て
、
中
村
雨
紅
と
い
う

現在の校舎

第三日暮里
小 学 校

学
童
に
富
士
の
気
高
さ
を

開
校
当
初
は
学
校
か
ら
富
士
山
が
見
え
た

５

荒
川
区
立
第
三
日
暮
里
小
学
校
は
荒
川
区
東

日
暮
里
３
ー
10
ー
17
に
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
小
学
校
は
、
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年

４
月
に
開
校
し
た
「
第
三
日
暮
里
尋
常
小
学

校
」
が
前
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
校
名

に
変
わ
っ
た
の
は
、
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年

４
月
か
ら
で
す
。
校
内
に
は
「
夕
焼
け
小
焼
け

の
塔
」
が
あ
り
ま
す
。

文
・
堀
井
龍
二
記
者
（
日
暮
里
一
）
、
写
真

・
川
又
好
一
記
者
（
日
暮
里
一
）

開
校
当
時
の
校
舎
は

焼
失
し
た

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
童
謡
を
書
く
よ

う
に
な
り
、
大
正
８
（
１
９
１

９
）
年
に
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

の
詩
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
校
歌
の
な
か
に

「
富
士
が
遠
く
見
つ
め
て
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
校
舎
か
ら
富

士
山
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
そ

夕
焼
け
小
焼
け
の

ゆ
か
り
の
地

夕焼け小焼けの塔が建つ

う
で
す
。

ま
た
、
夕
方
に
な
る
と
、
谷

中
の
お
寺
か
ら
鐘
の
音
が
聞
こ

え
て
い
た
そ
う
で
す
。

昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
に

「
夕
焼
け
小
焼
け
の
塔
」
が
校

舎
南
側
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

就業実態申告書の提出を
…国保組合からのお願い…

●
西
須

貞
三
さ
ん

16
年
５
月
８
日
逝
去

享
年

83
歳
（
日
暮
里
一
・
建
築
・
大

工
）

●
川
上

義
博
さ
ん

16
年
５
月
17
日
逝
去

享
年

50
歳
（
南
千
住
・
塗
装
）

●
村
田

竹
櫻
さ
ん

16
年
５
月
27
日
逝
去

享
年

95
歳
（
東
尾
久
２
・
鉄
骨
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
支

部
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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